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1．問 題
近年，ドメスティックバイオレンス（DV）類
似の関係が，恋人・デート関係にあるカップルに
おいても同様に発生していることが指摘されてお
り，この現象は，デートバイオレンス（dating
violence）と言われている。デートバイオレンス
の代表的な行為形態は，殴る，蹴るなどの直接的
な暴力とレイプなどの性的な暴力であり，実際，
現在まで，特にアメリカで行われた研究の多くが，
この2つのデートバイオレンスの類型について扱っ
ている。また，これらのバイオレンスが高校生や
大学生のカップル間で発生する場合が多いことか
ら，ティーンを対象にしたデートバイオレンスに
ついての啓蒙書もいくつか出版されている
（Lindquist,2007）。
ところが，とくに近年では，これらの種類のバ
イオレンスやレイプ以上に，「冗談めかしてたた
く」，「人前で馬鹿にする」，「髪型や洋服を指定す
る」，「携帯電話にすぐに出ないと怒る」などの行
為がむしろ問題にされることが多く，これはデー
トバイオレンスと言うよりはむしろデートハラス
メントというべきものである。デートハラスメン
トはデートバイオレンスに比べると問題が小さい
ように思われるが，実際には，必ずしもそうでは
なく，むしろ，それが蔓延しているだけに，直接
的な身体的暴力に比べても重要な社会問題といえ
るかも知れない。ところが現在のところ，この種
のハラスメント行為についての発生頻度の集計や，
その特徴などについて体系的に行われた研究はあ
まり存在しない。
また，これらの研究では，各種のバイオレンス・
ハラスメント行為について調査協力者に直接，そ
の頻度や生起の有無を報告させることが多いが，
これら行為を統計的な手法で分類した研究は，や
はりほとんど存在せず，児童虐待研究などでも用
いられることの多い，「身体的虐待」，「性的虐待」，
「心理的虐待」などの分類がそのまま用いられて
いる。これについても実際のデータに基づき，そ
の相関関係を元にして恋人間におけるバイオレン
ス・ハラスメント行為を分類し，それらの関係に
ついて分析していくことが必要であろう。むろん
その前提として，それら行為の程度を測定するた
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要 旨
本研究では，恋愛関係の二者間で発生する，バイオレンス・ハラスメント行為について，大学生女子を対象
として，その生起頻度を分析するとともに，それらの行為をいくつかの下位類型に分類し，尺度化をおこなっ
た。結果として，直接的暴力，間接的暴力，支配・監視，言語的暴力，経済的暴力，つきまといの6つの尺度
が構成された。次にこれらの尺度間の関係を示すとともに，それらの行為と関連する様々な要因について明ら
かにした。
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めの尺度を構成していくことが必要だと思われる。
このような尺度が構成できてはじめて各種の被害
者・加害者属性とデートバイオレンス・ハラスメ
ント行為の関連が明らかになるのと考えられるか
らである。
なお，この種の研究として，深澤・西田・浦
（2003）の研究がすでになされている。彼らは，
259名の女子大学生を被験者にして，各種のバイ
オレンス行為，ハラスメント行為についての被害
頻度を報告させた上で，数量化Ⅲ類を使用して各
種の行為を分類している。その結果，バイオレン
ス・ハラスメント行為は，「平手打ち」，「殴る蹴
るなどの動作をして脅す」，「押す・つなむ・つね
る・こづく」，「かむ」などの項目からなる高直接
的暴力，「音で脅す」，「ポルノ強要」，「浮気」な
どの項目からなる低直接的暴力，「携帯チェック」，
「スケジュール管理・干渉」などからなる低間接
的暴力，「刃物で脅す」，「盗聴，盗撮」，「見張る，
つきまとう」などからなる高間接的暴力の4種類
に分類され，身体的傷害度の高低と，冷静―感情
的の2つの次元によって，これらの行為が分類で
きるとしている。
ただしこの研究では，バイオレンス・ハラスメ
ント行為が身体的暴力10種類，心理的暴力12種
類，性的暴力5種類の合計27項目しか用いられ
ておらず，網羅性に欠くものであった。例えば，
「お金を貢がせる」，「デートの時に金を払わない」
などの経済的暴力は含まれておらず，「けったり，
かんだり，げんこつで殴る」などの複数の概念が
同時に含まれる質問項目が含まれている。
そこで，本研究では，以下のことを行ってみた
いと思う。
1） 身体的暴力，レイプなどの直接的な暴力行
為のみでなく，言葉による侮辱やつきまとい，
支配などのハラスメント行為についても広く
とりあげ，その被害頻度等の資料を収集する
2） 被害の様態を分類してそれぞれの被害を測
定する尺度を構成する
3） それぞれの尺度と関連する諸要因について
明らかにする
なお，この研究は大学相談の場面におけるデー
トバイオレンスへのエビデンスに基づいた対応策
を作るための研究の一環として行われている。そ
こで，研究対象も大学生を実験参加者として用い
ることにした。しかしもちろん，この問題は大学
生に限られた問題ではない。
2．方 法
調査参加者：あらかじめ調査会社のデーターベー
スに登録されている調査協力候補者の中から，い
ままで男性と交際経験のある全国の大学生・大学
院生女子600名（平均21.16歳，標準偏差1.578）
を対象にウェブ調査を行った。男性との交際経験
は，過去のすべての期間を対象にしたため，中学，
高校生の時の交際も含んでいた（全体の29.4％が
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Table1 調査参加者の基本属性
人 数 600名（うち大学生559名，大学院生41名）
性 別 女子600名
年 齢 21.16歳
地 域 北海道～沖縄まで全都道府県に1名以上
交際状況 現在交際中 314名，1年以内に交際134名，それ以前152名
交際期間 半年以下183名，半年～1年126名，1年以上291名
交際開始時年齢 18.94歳
交際開始時相手の年齢 20.22歳
Hosei University Repository
大学生になる前の交際経験を回答した）。また，
現在交際中のものは314名，全体の52.2％であっ
た。交際の定義は，調査参加者に任せた。複数の
交際経験のある人はそのうちの任意の1名との関
係について回答した。回答がぶれないようにはじ
めに対象者のイニシャルを識別子として記載させ
てから，回答をおこなわせた。
調査内容は，調査対象者とその交際相手の属
性についての質問，73種類のハラスメント・
バイオレンス行為について。相手から受けたある
いは，相手に行った頻度の評定（この評定につい
ては，「まったくなかった（1）」「ほとんどなかっ
た（2）」「たまにあった（3）」「ときどきあった
（4）」「よくあった（5）」の5段階で評定させ
た。），なお，この73項目については，デートバ
イオレンス・ハラスメントに関する広い資料から
できるだけ網羅的になるように項目を選択したも
のである。ただし，今回の調査では性的な攻撃や
虐待に関する項目については使用しなかった。
交際相手の行動や性格特性についての評定（これ
は交際相手の暴力性や対人関係性などを測定する
尺度である。ただし，今回の論文ではこの部分に
ついては報告しない）など約300問から構成され
ていた。本研究の分析にはこのうち，との部
分の一部を使用する。
調査参加者の属性：調査対象者の基本的な属性は，
Table1の通りである。
3．結果と考察
デートバイオレンス・ハラスメントの発生頻度
と被害加害相関
まず，73種類のデートハラスメント行為につ
いて被害の発生率順にに並べたものをTable2に
示した。また，それぞれのハラスメント行為につ
いて，被害の度合いの平均値，標準偏差歪度を同
様にあげた。
評定してもらった73種類のハラスメント・バ
イオレンス行為のうち，「異性といると嫉妬をす
る（平均1.94）」，「男性友人との交際を制限する
（1.53）」，「痩せろなどと体型のことをいう（1.49）」，
「以前の交際相手と比較をする（1.46）」，「馬鹿に
したり見下した言い方をする（1.50）」などの言
語的暴力や支配・監視系のハラスメント行為が相
対的に多く見られ，「顔面を平手打ちする（1.08）」，
「身体を拳でなぐる（1.08）」，「刃物を突きつける
（1.04）」，「髪を無理やり切る（1.04）」，「タバコの
火を体に押しつける（1.03）」などの直接的な身
体的暴力は相対的に少ないことがわかった。
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これらの項目をもとに，デートバイオレンス・
ハラスメント行為を分類し，それぞれの頻度を測
定するための下位尺度を構成した。まず，すべて
の項目を重み付けのない最小二乗法によって因子
分析し，出てきた初期解をプロマックス回転して
パターン行列と構造行列を得た。その結果をもと
にして，各項目を因子ごとに分類し，それぞれの
因子ごとに再び因子分析を行った。また，信頼性
分析を行い，各因子ごとに項目内の信頼性（・係
数）が高くなるように項目の取捨選択を行った。
これらの作業を繰り返して，デートバイオレンス・
ハラスメントを測定するための6種類の下位尺度
を構成した。結果をTable3に示す。各尺度の内
容は以下の通りである。
直接的暴力尺度
「顔面を拳で殴る」，「身体を足で蹴る」，「顔面
を平手打ち」など6項目 ・・・0.917・
間接的暴力尺度
「殴るそぶりや，ものを投げつけるふりをして
脅す」，「大声で怒鳴る」，「意に沿わないとにらむ」，
「机や壁を蹴って脅す」など6項目 ・・・0.862・
支配監視尺度
「メールの返信や電話が遅れると怒る」，「携
帯の電話帳を消せと命令されたことがある」，
「LINEの返事が遅いと怒る」，「電話やメールで
行動確認をする」など14項目 ・・・0.936・
言語的暴力尺度
「馬鹿にしたり見下したりした言い方をする」，
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Table2 デートバイオレンス・ハラスメント各項目ごとの平均評定値・標準偏差・歪度・被害なし率（％）
項 目 平均
標準
偏差 歪度
被害
なし
（％）
1 自分が異性と一緒にいたり話したりすることに嫉妬されたことがある 1.94 1.27 1.14 56.7
2 一日に何回もメールや電話をされたことがある 1.62 1.17 1.89 71.5
3 冗談ぽく，軽く小突いたり蹴ったりされたことがある 1.54 1.02 1.96 72.8
4 男性の友人との付き合い（会うことや，話すこと）を制限されたことがある 1.53 1.05 2.00 75.0
5 相手に馬鹿にされたり，見下されるような言い方をされたことがある 1.50 1.01 2.18 74.8
6「痩せろ」など，体型のことに関して口を出されたことがある 1.49 0.99 2.12 74.8
7 自分と他の女性や以前の交際相手を比較されたことがある 1.46 0.98 2.33 75.5
8 ふたりのことでも，自分の考えや希望を尊重しないで，相手に一人できめられたことがある 1.45 0.93 2.19 76.0
9 約束を一方的に破られたことがある 1.43 0.91 2.31 77.2
10 行き先を告げさせられたり報告させられたりしたことがある 1.43 0.99 2.38 80.0
11 交友関係や行動をチェックされたことがある 1.41 0.91 2.48 78.2
12 デートの時など相手にお金を払わされたことがある 1.41 0.87 2.32 76.7
13 身体を押し倒されたことがある 1.40 0.87 2.30 78.3
14 好みの衣服を指定されたことがある 1.39 0.83 2.22 77.8
15 好みの髪型を指定されたことがある 1.38 0.83 2.38 77.3
16 一方的に結婚の話をされたことがある 1.38 0.92 2.63 81.5
17 相手へのメールの返信や電話が少し遅れると腹を立てられたことがある 1.36 0.92 2.74 82.5
18 自分の家族や友人を否定されたことがある 1.36 0.89 2.69 81.7
19 相手がいらいらした気分になったとき，その原因を押しつけられたことがある 1.35 0.83 2.61 80.7
20 相手へのLINEの返事が遅かったり，既読なのに返事を送らなかったとして腹を立てられたことがある 1.35 0.90 2.89 82.0
21 用事があって会えなかった場合などに，俺を優先しないと言って怒られたことがある 1.34 0.84 2.72 82.5
22 頻繁に電話やメールをされて，自分が誰に会っているのかや自分の行動を確認されたことがある 1.34 0.85 2.75 82.0
23 けんかしたときに「怒らせるのはおまえが悪い」など，相手に自分のせいだと言って責められたことがある 1.33 0.92 2.92 85.3
24 生活上困るような時間（深夜や授業中など）にたいした用事もないのに電話をかけてこられたことがある 1.32 0.81 2.85 82.8
25 相手に自分を所有物のように扱われたことがある 1.31 0.80 2.95 83.5
26 少し連絡が取れないだけで浮気を疑われたことがある 1.30 0.81 3.01 84.5
27 勝手に携帯のメールや着信履歴を見られたことがある 1.29 0.80 3.02 85.3
28 腹を立てたときなど，すぐに別れ話などを持ち出されたことがある 1.27 0.79 3.26 86.2
29 貸したお金やものを返されなかったことがある 1.27 0.79 3.30 87.2
30 相手から大量のメールを頻繁に送られたことがある 1.27 0.79 3.37 86.8
31「ブサイク」などとわざと自分が嫌がる呼び方で呼ばれたことがある 1.27 0.74 3.10 85.5
32 相手の趣味に合わない髪型や服装だと，馬鹿にされたり文句を言われたりしたことがある 1.25 0.67 3.22 84.2
33「俺とあいつ（人，もの，ことがらなど）のどっちが大事なんだ」という言い方を相手にされたことがある 1.25 0.75 3.24 87.3
34 人前で恥をかかされたり，馬鹿にされたことがある 1.24 0.71 3.22 87.2
35 長時間何を言っても無視し続けられたことがある 1.23 0.66 3.06 87.0
36 生活上困るような時間（深夜，授業中など）に，たいした用事もないのに「会いに来て」と言われたことがある 1.23 0.72 3.57 87.3
37 大声で怒鳴りつけられたり，叫ばれたり，罵られたことがある 1.22 0.74 3.76 89.3
38 嫌がっているのに，無理やり写真やプリクラをとられたことがある 1.22 0.66 3.48 87.2
39 別れようとすると困ることを言っておどされたことがある 1.21 0.72 3.60 90.2
40 意に沿わないからと言ってにらまれたことがある 1.21 0.66 3.57 88.2
41 アルバイトや仕事を「辞めろ」と言われたことがある 1.19 0.67 4.11 90.3
42 手帳や日記などの持ち物を勝手にチェックされたことがある 1.19 0.63 3.77 89.2
43 サークルや部活動を「辞めろ」と言われたことがある 1.18 0.65 4.19 91.2
44 黙って合コンにいかれたことがある 1.17 0.56 3.78 90.0
45 相手に実家やアパートに押しかけられたことがある 1.17 0.60 3.89 91.0
46 殴るそぶりや，ものを投げつけるふりをしておどかされたことがある 1.16 0.61 4.40 91.5
47 机や壁を殴る，蹴るなどして相手から脅かされたことがある 1.16 0.58 4.34 91.2
48 別れるなら死んでやると言われたことがある 1.16 0.65 4.61 93.0
49 自分以外の人と同時に交際されていたことがある 1.16 0.61 4.45 91.3
50 嫌がっているのに，どこにいくのも相手についてこられたことがある 1.16 0.58 4.26 90.7
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51 お金やものを貢がされたことがある 1.15 0.54 4.17 90.5
52 携帯の電話帳やメールを消せと命令されたことがある 1.14 0.57 4.71 92.5
53 相手にものを投げつけられたことがある 1.12 0.47 4.70 93.0
54 相手に身体を平手で打たれたことがある 1.12 0.48 5.15 93.0
55 嫌がっているのに無理やり酒を飲まされたことがある 1.11 0.48 5.14 93.8
56 自分の目の前で自分（あなた）のものを壊されたことがある 1.10 0.44 5.43 93.7
57 別れようとすると自傷行為をして脅されたことがある 1.10 0.47 5.57 94.3
58 相手に髪の毛を引っ張られたことがある 1.10 0.46 5.51 95.0
59 相手に身体を足で蹴られたことがある 1.10 0.47 5.76 94.2
60 相手といるときに，人前で泣かれたことがある 1.09 0.43 6.17 94.7
61 相手に顔面を平手で打たれたことがある 1.08 0.38 6.09 94.3
62 相手に身体を引きずり回されたことがある 1.08 0.39 6.02 95.3
63 相手に身体を拳で殴られたことがある 1.08 0.45 6.55 95.5
64 勝手に携帯の電話帳やメールを消されたことがある 1.07 0.38 6.26 95.3
65 自分の顔面をもので殴られたことがある 1.06 0.31 7.07 96.3
66 自分の身体をもので殴られたことがある 1.06 0.33 6.48 95.5
67 GPS機能を使う携帯のアプリなどで相手に行動を監視されたことがある 1.05 0.28 6.58 96.7
68 相手に顔面を拳でなぐられたことがある 1.05 0.35 8.00 96.8
69 相手に刃物で身体を傷つけられたことがある 1.05 0.30 6.45 97.0
70 刃物などの凶器を突きつけられたことがある 1.04 0.27 7.03 97.0
71 土下座させられて謝らせられたことがある 1.04 0.26 8.37 97.5
72 相手に髪を無理やり切られたことがある 1.04 0.24 6.98 97.3
73 タバコの火を自分の体に押しつけられたことがある 1.03 0.22 7.27 97.5
Table3 デートバイオレンス・ハラスメント尺度の構成項目と因子負荷量
尺度1直接的暴力 因子負荷量
1 相手に顔面を拳でなぐられたことがある 0.852
2 相手に身体を平手で打たれたことがある 0.762
3 相手に髪の毛を引っ張られたことがある 0.736
4 相手に身体を拳で殴られたことがある 0.880
5 相手に身体を足で蹴られたことがある 0.790
6 相手に顔面を平手で打たれたことがある 0.809
・・0.917 平均値 6.53 標準偏差 2.18 歪度 6.15
尺度2間接的暴力
1 殴るそぶりや，ものを投げつけるふりをしておどかされたことがある 0.741
2 大声で怒鳴りつけられたり，叫ばれたり，罵られたことがある 0.810
3 相手にものを投げつけられたことがある 0.650
4 机や壁を殴る，蹴るなどして相手から脅かされたことがある 0.833
5 意に沿わないからと言ってにらまれたことがある 0.579
6 相手に自分を所有物のように扱われたことがある 0.674
・・0.862 平均値 7.17 標準偏差 2.97 歪度 3.76
尺度3支配・監視
1 交友関係や行動をチェックされたことがある 0.774
2 用事があって会えなかった場合などに，俺を優先しないと言って怒られたことがある 0.752
3 相手へのメールの返信や電話が少し遅れると腹を立てられたことがある 0.816
4 勝手に携帯のメールや着信履歴を見られたことがある 0.566
5 一日に何回もメールや電話をされたことがある 0.586
6 携帯の電話帳やメールを消せと命令されたことがある 0.709
7 頻繁に電話やメールをされて，自分が誰に会っているのかや自分の行動を確認されたことがある 0.798
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「ブサイクなどとわざと嫌がることを言う」，「以
前の交際相手と比較する」など 6項目 ・・・
0.829・
経済的暴力尺度
「貸したお金を返さない」，「デートの時にお金
を払わない」，「お金や物を貢がされる」の3項目
・・・0.803・
つきまとい・ストーキング尺度
「生活上困る時間に用もないのに電話する」，
「家に押しかけてくる」，「別れるなら死んでやる
という」など7項目 ・・・0.840・
デートバイオレンス・ハラスメント行為間の関
係
6種類のデートバイオレンス・ハラスメント尺
度の各項目あたりの平均は，直接的暴力で1.09，
間接的暴力で1.20,支配・監視で1.40,言語的暴
力で1.37,経済的暴力で1.28,つきまといで1.19
となった。いずれもそれほど頻度の大きなもので
はないが，支配・監視，言語的暴力，経済的暴力，
間接的暴力，つきまとい，直接的暴力の順でポピュ
ラーなバイオレンス・ハラスメント行為であると
いえる。
次に6種類のデートバイオレンス・ハラスメン
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8 相手に男性の友人との付き合い（会うことや話すこと）を制限されたことがある 0.770
9「俺とあいつ（人，もの，ことがらなど）のどっちが大事なんだ」という言い方を相手にされたことがある 0.648
10 少し連絡が取れないだけで浮気を疑われたことがある 0.770
11 相手から大量のメールを頻繁に送られたことがある 0.643
12 自分が異性と一緒にいたり話したりすることに嫉妬されたことがある 0.646
13 行き先を告げさせられたり報告させられたりしたことがある 0.761
14 相手へのLINEの返事が遅かったり，既読なのに返事を送らなかったとして腹を立てられたことがある 0.777
・・0.936 平均値 19.57 標準偏差 9.31 歪度 2.72
尺度4言語的暴力
1 相手に馬鹿にされたり，見下されるような言い方をされたことがある 0.761
2 人前で恥をかかされたり，馬鹿にされたことがある 0.713
3「ブサイク」などとわざと自分が嫌がる呼び方で呼ばれたことがある 0.725
4「痩せろ」など，体型のことに関して口を出されたことがある 0.606
5 自分と他の女性や以前の交際相手を比較されたことがある 0.547
6 相手の趣味に合わない髪型や服装だと，馬鹿にされたり文句を言われたりしたことがある 0.665
・・0.829 平均値 8.21 標準偏差 3.73 歪度 2.61
尺度5経済的暴力
1 貸したお金やものを返されなかったことがある 0.732
2 デートの時など相手にお金を払わされたことがある 0.656
3 お金やものを貢がされたことがある 0.900
・・0.803 平均値 3.83 標準偏差 1.85 歪度 3.13
尺度6つきまとい・ストーキング
1 生活上困るような時間（深夜や授業中など）にたいした用事もないのに電話をかけてこられたことがある 0.668
2 相手に実家やアパートに押しかけられたことがある 0.532
3 生活上困るような時間（深夜，授業中など）に，たいした用事もないのに「会いに来て」と言われたことがある 0.611
4 別れようとすると自傷行為をして脅されたことがある 0.665
5 別れようとすると困ることを言って脅されたことがある 0.679
6 嫌がっているのに，どこにいくのも相手についてこられたことがある 0.671
7 別れるなら死んでやると言われたことがある 0.759
・・0.840 平均値 8.35 標準偏差 3.27 歪度 3.49
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ト行為間の相関係数Table4に示す。さらにこれ
らの関係を示すためにクラスター分析を行った。
各尺度の得点や分布に偏りがあるため，変数ごと
に得点を標準化し，ウォード法によってクラスター
化をおこなった。結果をFigure1に示す。これ
らの結果を見ると，「間接暴力」，「つきまとい」，
「支配・管理」が比較的はやくまとまりを形成し，
それに「言語的非難」，「経済的暴力」，「身体的暴
力」の順に関連していくという結果になった。間
接暴力と直接暴力は直接身体に攻撃が向けられる
かどうかということで，非常に似た概念であるが，
実際にはこれらの間の相関は相対的には低かった。
これらの行動の背景にあるメカニズムは異なって
いる可能性がある。
また，これらの6種類のデートバイオレンス・
ハラスメント行為について「相手から受けている」
ことについての各尺度と「自分が行っている」こ
とについての各尺度の相関を算出した。その結果，
直接的暴力については r・0.501,間接的暴力に
ついては，r・0.482,支配監視については，
r・0.394,言語的暴力についてはr・0.367,経済
的暴力については，r・0.238,つきまといについ
ては，r・0.325の比較的高い相関が見られ，す
べての項目について無相関検定で1％水準で有意
となった。それぞれのタイプのバイオレンス・ハ
ラスメントの被害を受けることが相手に対する同
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Table4 デートバイオレンス・ハラスメント各尺度間の相関
直接的暴力 間接的暴力 支配・監視 言語的暴力 経済的暴力 つきまとい
直接的暴力 0.615** 0.436** 0.469** 0.371** 0.497**
間接的暴力 0.712** 0.717** 0.551** 0.688**
支配・監視 0.581** 0.495** 0.697**
言語的暴力 0.524** 0.490**
経済的暴力 0.502**
つきまとい
注） ・・p・0.01
Figure1 デートバイオレンス・ハラスメント下位尺度ごとの関係
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種の行為を引き起こす，あるいは自分が相手に対
して行う事が相手に同種の行為をとらせるきっか
けとなる可能性を示している。同種の暴力以外に
とくに相関が高かった項目は，自分の間接的暴力
と相手の直接的暴力 r・0.509,自分の間接的暴
力と相手の支配・監視行動 r・0.425,自分の間
接的暴力と相手のつきまとい r・0.479,自分の
支配・監視行動と相手の言語的暴力 r・0.430,
自分の支配・監視行動と相手の間接的暴力 r・
0.419,自分のつきまといと相手の間接的暴力
r・0.480などであった。とくに自分の間接的暴
力がさまざまな相手方のバイオレンス・ハラスメ
ント行為と密接な関連がある事が示された（ただ
し，本研究で用いた尺度は分布が偏り，歪度は
2.61～6.15になる。そのため，相関係数の解釈に
はある程度慎重になることが必要であろう）。
デートバイオレンス・ハラスメントと交際の総
合満足度との関係
各デートバイオレンス・ハラスメント尺度と交
際の総合満足度の相関係数を，Table5に示す。
デートバイオレンス・ハラスメントはもちろん，
交際の総合満足度を減少させることが予想される
が，その関連は相関係数で0.1～0.2程度でそれほ
ど大きいものではなかった。また，現在交際中の
場合と過去の恋愛では異なったパターンが得られ
た。過去の恋愛においては，支配・監視，言語的
暴力，つきまといが交際の満足度と有意な負の相
関を示していたが，現在の交際では，すべての項
目が関連していた。ただし，どちらとも，直接的
暴力との関連が低くなった。これはそもそも，直
接的暴力の被害に遭ったものが少なかった上，暴
力的な被害を受けていても交際満足度がそれほど
低くない被験者がいたためである。これは暴力関
係を伴ったまま交際が長期間持続するというケー
スがしばしば存在することと関連しているのかも
知れない。
デートバイオレンス・ハラスメントと生活習慣
の関係
デートバイオレンスに関する研究においては，
しばしば飲酒問題やギャンブル依存の問題とドメ
スティックバイオレンスとの関連が指摘される場
合がある（Schafer,Caetano,&Cunradi,2004;
O・keefe,1998）。また，そこで本研究においても，
これらの生活習慣とデートバイオレンス・ハラス
メントの関連について検討してみることにした。
取り上げた生活習慣は，飲酒，喫煙，競馬等のギャ
ンブル，パソコンゲーム，そして，スポーツであ
る。
生活習慣項目については，交際相手，および本
人がそれぞれの項目を日常的にどの程度行ってい
るのかを7段階で評定させ，それとデートバイオ
レンス・ハラスメント各下位尺度との間の相関係
数を算出した。
先ず，交際相手の生活習慣との関係を分析した
結果をTable6にあげる。飲酒，喫煙，ギャンブ
ル，パソコンゲームのすべての項目で，いずれか
のバイオレンス・ハラスメントの項目と有意な正
の相関があった。つまり，これらの行動は，一般
的にバイオレンスやハラスメントを増加させる方
向に働く可能性がある（ただし，この研究からは
因果関係は明らかでない）。とくに喫煙はすべて
の項目と1％水準で有意な相関が見られ，競馬な
どのギャンブルも多くの項目と有意な相関が見ら
れた。そのため，これらの行為と密接な関係があ
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Table5 それぞれのデートバイオレンス・ハラスメント尺度の得点と交際総合満足度の関連
直 接 暴 力 間 接 暴 力 支配・監視 言語的暴力 経済的暴力 つきまとい
過去に交際 －0.015 －0.098 －0.14* －0.149* －0.068 －0.167**
現 在 交 際 －0.124* －0.188** －0.233** －0.242** －0.265** －0.214**
注１） 相関がマイナスということは，バイオレンス／ハラスメントが大きいほど満足度が小さいことを意味する。
注２） ・・p・0.01,・p・0.05
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る可能性が示唆された。一方で，スポーツは逆に
すべてのバイオレンス・ハラスメント行為と負の
相関があり，交際相手がスポーツを行っている事
がこれらの行動を減少させる方向に働く可能性が
あることが示された。
次に自分自身についての生活習慣との関係を分
析した結果をTable7にあげる。基本的な傾向は
類似していたが，スポーツについては交際相手の
生活習慣とは，逆に，その嗜好がある方がバイオ
レンスやハラスメントの被害を増加させる方向に
相関があった。興味深いのは交際相手と同様，喫
煙習慣が，バイオレンス・ハラスメントとそれほ
ど高い相関係数ではないものの一貫した正の相関
を示していた点である。
デートバイオレンス・ハラスメントと恋愛スタ
イルの関係
次に，デートバイオレンス・ハラスメントと二
者間の恋愛関係の特徴に関連があるのかどうかに
ついて探索的に検討した。恋愛関係の類型理論と
しては，Leeによる恋愛の6類型理論がよく知ら
れている。これは恋愛関係をアガペー（相手に尽
くす愛），ストーゲイ（友情的な愛），エロス（美
への愛），プラグマ（実利的な愛），マニア（狂気
的な愛），ルダス（遊びの愛）に分類するもので
ある。彼の理論自体は類型論的なものであるが，
松井ら（1990）は，恋愛関係における二者関係に
おいて，これらの類型の各成分ごとにその度合い
を測定する尺度として，LETS2を作成している。
今回は，松井らの尺度そのものではないが，彼の
尺度を教育用に簡易化した尺度（豊田・岸田，
2006）を使用して恋愛のタイプとデートバイオレ
ンス・ハラスメントの関係について検討してみた。
それぞれの尺度得点と，デートバイオレンス・ハ
ラスメント尺度の下位尺度との相関を算出した結
果をTable8に示す。
全体的に相関は低く，とくに直接的暴力と関連
する恋愛スタイルはなかったが，相対的に見て，
プラグマとマニアにデートバイオレンス・ハラス
メントとある程度の正の相関が見られた。いずれ
もそれらの傾向が高い方が，相手側からバイオレ
ンス・ハラスメント行為を受ける可能性が増加す
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Table6 交際相手の日常習慣と各種バイオレンス・ハラスメント行為との相関
直 接 暴 力 間 接 暴 力 支配・監視 言語的暴力 経済的暴力 つきまとい
飲 酒 0.016 0.053 0.017 0.152 0.077 0.049
喫 煙 0.135** 0.216** 0.160** 0.221** 0.284** 0.159**
競 馬 な ど 0.159** 0.182** 0.116* 0.221** 0.196** 0.156**
パソコンゲーム 0.056 0.095* 0.077 0.075 0.074 0.093*
ス ポ ー ツ －0.077 －0.122** －0.100* －0.073 －0.177** －0.102*
注１） 相関がプラスの場合それぞれの行動の頻度が高いほど，バイオレンス・ハラスメントが大きいことを意味する。
注２） ・・p・0.01,・p・0.05
Table7 自分の日常習慣と各種バイオレンス・ハラスメント行為との相関
直 接 暴 力 間 接 暴 力 支配・監視 言語的暴力 経済的暴力 つきまとい
飲 酒 0.055 0.063 0.044 0.090* 0.078 0.054
喫 煙 0.102* 0.138** 0.083* 0.107** 0.231** 0.090*
競 馬 な ど 0.166** 0.083* 0.032 0.024 0.040 0.057
パソコンゲーム 0.029 0.026 0.020 0.007 0.009 0.053
ス ポ ー ツ 0.040 0.048 0.081* 0.065 0.024 0.059
注１） 相関がプラスの場合それぞれの行動の頻度が高いほど，バイオレンス・ハラスメントが大きいことを意味する。
注２） ・・p・0.01,・p・0.05
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るという方向性であった。一方，ストーゲイの高
さはすべての種類のバイオレンス・ハラスメント
行為と負の相関が見られ，ある程度，長期にわた
る友人としての関係がこれらの行為を抑制する可
能性がある事を示していた。
受動的で相手からの行動に従順であるアガペー
型の二者関係が各種のバイオレンス・ハラスメン
ト行為と相関があまり高くないのに，逆に自らが
積極的に恋愛行動を行っていくマニア，そしてタ
イプは違うがやはり積極的な恋愛行動であるプラ
グマでバイオレンス・ハラスメント行為との相関
が高くなっていることが興味深い。これはある意
味で，女性の側の行動が交際相手の行為を引き起
こしているか，あるいはそのきっかけになってい
る可能性を示しているのかも知れない。
デートバイオレンス・ハラスメントと経済状態
の関係
配偶者間暴力においては，経済状態と暴力の関
連はしばしば指摘される（Cunradi,Caetano,&
Schafer,2002）が，デートバイオレンスにおいて
は明確に結論が出ている問題ではない（O・keefe,
1998）。そこで，本研究においても交際相手の経
済状況と自己の経済状況とデートバイオレンス・
ハラスメントの関連について分析してみることに
した。それぞれの交際当時の経済状況について，
「かなり余裕があった」～「かなり苦しかった」ま
で評定させ，各種のバイオレンス・ハラスメント
行為との間の相関について分析した。その結果を
Table9に示した。直接暴力については，経済状
況と関連していなかったが，これ以外のほとんど
の項目で，自分及び交際相手の経済状況とバイオ
レンス・ハラスメント行為との間に無相関検定で
1％水準に有意となる正の相関が見られた。これ
は，経済状態が苦しいほどデートバイオレンス・
ハラスメントが増加するという方向性である。
デートバイオレンス・ハラスメントと交友関係，
自由時間等の関係
自分及び相手の異性／同性との交友関係（友人・
知人の多さ）と各種のバイオレンス・ハラスメン
ト行為との間，自分及び相手の自由になる時間と
各種のバイオレンス・ハラスメント行為との間に
は特別な関係は見られなかった。つまり，本調査
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Table8 恋愛スタイルと各種バイオレンス・ハラスメントとの相関
直 接 暴 力 間 接 暴 力 支配・監視 言語的暴力 経済的暴力 つきまとい
ア ガ ペ ー 0.026 0.130** 0.066 0.111** 0.079 －0.007
ストーゲイ －0.023 －0.078 －0.068 －0.085* －0.117** －0.121**
プ ラ グ マ －0.065 0.100* 0.131** 0.103* 0.041 0.080*
マ ニ ア 0.009 0.143** 0.097* 0.165** 0.095* 0.007
エ ロ ス －0.013 0.099* 0.092* 0.047 0.057 －0.014
ル ダ ス 0.029 0.022 0.096* 0.033 0.060 0.126**
注１） 相関がプラスの場合それぞれの恋愛尺度項目が高いほど，バイオレンス・ハラスメントが大きいことを意味する。
注２） ・・p・0.01,・p・0.05
Table9 自分と相手の経済的状況の評定値と各種バイオレンス・ハラスメントとの相関
直 接 暴 力 間 接 暴 力 支配・監視 言語的暴力 経済的暴力 つきまとい
自 分 －0.68 －0.084 －0.103* －1.22** －0.134** －0.100*
相 手 －0.27 －0.125** －0.108** －0.107** －0.305** －0.117**
注１） 相関がマイナスということは，経済状況が悪いほど，バイオレンス・ハラスメントが大きいことを意味する。
注２） ・・p・0.01,・p・0.05
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の結果から，友人関係の少なさや孤立がデートバ
イオレンス・ハラスメントを引き起こすというモ
デルや自由時間が多い方がデートバイオレンス・
ハラスメントが引き起こされやすいという仮説は
検証されなかった。また，交際相手との年齢差，
自分及び交際相手の容姿についての評定値との相
関も，自分の容姿が魅力的なほど，ややバイオレ
ンス・ハラスメント行為をうける頻度が増加する
傾向（間接的暴力 r・0.111・，支配・監視 r・
0.101・，言語的暴力r・0.097・）は見られたが，
明確な関係は見られなかった。
4．ま と め
本研究では，恋愛関係の二者間で発生する，バ
イオレンス・ハラスメント行為について，大学生
女子を対象として，その生起頻度を分析するとと
もに，それらの行為をいくつかの下位類型に分類
し，尺度化をおこなった。結果として，直接的暴
力，間接的暴力，支配・監視，言語的暴力，経済
的暴力，つきまといの6つの尺度が構成された。
次にこれらの尺度間の関係を示すとともに，それ
らの行為と関連する様々な要因について明らかに
した。しかし，本研究は，一回での調査結果を基
に相関を算出し，それをもとに議論したものであ
るため，各種の要因とデートバイオレンス・ハラ
スメント生起の因果関係については今後も引き続
き検討していくことが必要であろう。
（1） 本研究の実施に当たっては科学研究費補助金
（基盤研究C）による助成を得た。
（2） 本研究のウェブ調査は㈱クロス・マーケティン
グに委託して実施した。
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Developmentofscalestoassessthedaingviolence/harassment
againstuniversitystudents
KeitaOCHI,SatomiNAGANUMA,ErinaKAI
Abstract
Thisstudyexamineddatingviolenceincludingnotonlydirectviolencesuchasphysical
violenceorraping,butalsoharassmentbyverbalinsult,stalkingordomination,thatoccursin
loverelationshipbetweentwopersons.Relativelylarge-scalesurveywasconductedwithfemale
universitystudents.Datingviolenceoccurrencefrequencywasanalyzed,andthosebehaviors
wereclassifiedintosubscaleswithfactoranalysis.Scalesfor6factors,whicharedirectviolence,
indirectviolence,domination/scrutiny,verbalviolence,economicviolence,stalking,arecon-
structed.Thenthispapershowsrelationshipbetweenthesefactorsandrevealedmanyother
factorsthatrelatetothosebehaviors.
Keywords:datingviolence,datingharassment,violence,stalking
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